
豊かな感性を育む家庭科の指導

第6学年「衣服の手入れ」の実践を通して　-

森　冨　　　恵

1.はじめに

感性とは,「価値あるものに気づく感覚」である。具体的には,「物や事象に何を感じ表現するかと

いうこと」であり,さらに問題を追求することと定義されている。家庭科において「表現すること_」

とは,特に実践することとしてとらえ,感性とは,「気づく」「感じる」「実践する」ことと考えた。

子ども達の実態を見ると洗濯物を取り込むことやたたむことは家庭の中で比較的実践している子

どももいるが洗濯をするということに関してはときどきするという子どもも含めほとんどいない状

態である。これは,家庭での洗濯は,家の人が家族の物を一括して洗っており,児童が日常洗濯を

する機会が少ないためである。しかし,今すぐ家庭生活に生かすことはできなくても,実習を通し

て汚い洗濯物がきれいになりその洗い上りの爽快感をしっかりと味わうことができれば,こんな方

法で洗えば汚れたものがあっても自分できれいにすることができるという自信になるのではないか

と考える。その自信が将来に向けて実践化をはかる重要な要素ではないかと思う。以上の考えに基

づき,次のことを視点とした実践について報告する。

児童一人一人が,洗い上りの爽快さを感じられる授業であるか。

2.指導事例
(1)題材について

被服材料として様々な物が使用されている現在,布地に応じた適切な被服の手入れの仕方を学習

し,機械洗いと手洗いのそれぞれの特徴や利用の仕方を正しく理解することは大切である。本題材

では,衣服についている品質表示を手がかりにして洗剤や洗い方を考えさせ,日常生活において簡

単な被服の洗濯ができるようにすることをねらいとしている。

家庭生活の中で多くの児童は,電気洗濯機または手洗いのどちらかによる洗濯を経験したことが

ある。しかし,家庭での洗濯は,家の人が家族の物を一括して洗っている場合が多く,児童が日常

洗濯をする機械は少ない。ここでは,児童の日常着として多く使われている綿・ポリエステル及び

それらの混紡製品を中心に取り上げ,洗濯の実習などの体験的な学習を通して衣服の手入れに関す

る基礎的な知識や技能を習得させ,気持ちよく被服を着用しようとする態度を育てていきたい。

(2)指導目標

①　布地の性質に応じた洗い方を理解できるようにする。

②　電気洗濯機や手洗いの特徴を理解させ,布地の汚れに応じて使い分けることができるように

する。

③　日常着の手入れの仕方を理解させ,洗たくができるようにする。

(3)指導内容と計画

第一次(2)

6時間
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(4)授業設計の焦点

本時は,手洗いによる洗濯の手順や方法を理解し実際に体操服の洗濯を行う活動である。洗濯

実習が,意欲的に行われるよう次の点に留意しながら指導していきたい。

①　体操服の汚れを十分に観察させることにより,洗雇への意欲を高める、また,それにより洗い

上がりの爽快さをしっかりと感じられる活動としたい。

②　洗濯の手順は児童の意見を聞きながら実際に示範をすることで理解させる。

また,学習を振り返り,家庭での実践の意欲につながるようワークシートに洗い上がりの様子も

記述するよう指導する。

(5)指導の実際

①　第三次第1時・第2時

ア　本時の目標

洗濯の手順や方法を理解し,手洗いによる洗濯ができるようにする。

イ　準備

ゼッケン,ワークシート,紙芝居,計量器(はかり・小スプーン・大カップ),たらい,

洗面器,洗剤,ロープ,ハンガー,洗濯ばさみ,取扱い絵表示カード

ウ　評価の観点

関心 ・意欲 ・態度 意欲的に洗濯の実習を している。

創　 意　 工　 夫 自分なりの工夫を加えて洗濯を している。

技　　　　　　 能
体操服の重さをもとに, 洗剤液を作 ることができる。

手洗いによる体操服の洗濯がで きる。

知　 識 ・ 理　 解 手洗いによる洗濯の手順や方法が分かる

エ　展開の概要

学　　　 習　　　 活　　　 動 児　 童　 の　 反　 応 教　 師　 の　 支　 援

1 体 操 服 の 汚 れ を 観 察 す る 。 】
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提 示 さ れ た ゼ ッ ケ ン の

汚 れ や に お い に つ い て

の 話 を 聞 く。

・ 「く さ い 」 に 対 し て

の 反 応 が 大 き い 。

体 操 服 を 観 察 し, プ リ

ン トへ 記 入 す る 。

・汚 れ を 見 つ け て す ぐ

に 書 く子

・体 操 服 を 広 げ て 見 や

す くす る 子

・な か な か 取 り掛 か ら

な い 子 な ど 様 々

・ 「前 の 方 , お 事 か 」

・ 「前 と 後 ろ の わ き の
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ど う か な ど 汚 れ を 十
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言 葉 が け を 行 う 。
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下」

「首のまわり」

「背中の全体」

「くさい」

そうかぁ,おれ全然

においせんで,あっ

やっぱりくさいわ

「毛玉」

「砂ぼこり」

「じめじめ」

私語,手悪さをやめ洗

剤が汚れを落とす紙芝

居をシーンとなって見

る。(約1分間)

「洗剤はたくさん使え

ば使うほど汚れが落ち

ると思う人」という発

問に反応小

「そうは思わない」に

ほとんど全員が挙手

洗剤の使いすぎの問題

点について考える。

・「洗剤がとれにくく

なる」

・「すすぎづらくな

る」

・「水をいっぱい使

う」

・「川などが必要以上

に汚れる」
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「さわった感じやに

おった感じは?」

「くさい,じめじめは

何の汚れ」

2　洗剤の働きや標準

使用量について理解

できるよう以下のこ

とを行う。

・簡単な紙芝居で,

洗剤の働きについ

て分かりやすく説

明する。

・洗剤の濃度と汚れ

の落ちる割合のグ

ラフより,適切な

量の洗剤を使うこ

との大切さに気付

かせる。

・取扱い絵表示につ

いても触れる。

標準使用量について説

明する



洗剤の量の算出,取り

扱い表示についての支

持・説明を聞く。

各班ごとにはかりを用

意し重さをはかり,水

の量,洗剤の量を計算

する。

・体操服をきちんとた

たんではかりに乗せ

てはかるグループ

・とにかく乗せてはか

るグループ

・その後すぐに計算す

る児童

・違う物の重さをはか

る児童など様々

取扱い絵表示のカード

を見て,洗い方などの

確認をする。

・「洗濯機で洗っても

よい」

・「漂白してはいけな

い」

・「アイロンは中くら

いの温度でかける」

洗い方についての示範

を見る。

斑毎に楽しそうに実習

をする。

「よく乾きそうな所

に干そう」
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3◎洗濯の手順や工夫

など児童の意見を聞

きながら示範を行う

4　洗濯がスムーズに

進められるよう以下

のように実習させる

・班で1つのたらい

に洗剤液を作り洗

う。

・すすぎは洗面器で

各自行う。

・洗濯物を班でまと

めて脱水機にかけ

る。



l

本時のまとめをする。 ・次の日の朝,半数以

上の児童が洗濯物を

取り込みに来る。

・大休憩,昼休憩の他

の児童も取り込む。

・観察しプリントに記

入する

5　後始末について指

導し,洗濯物を取り

こんだ後で観察して

おくように伝える。

3.実践の結果

視点「洗い上りの爽快さを感じられる授業であったか」

この授業で大切なことは,子ども達が「洗濯したら気持ちいいな」「体操服がきれいになって嬉し

いな」と感じられることである。この洗い上がったときの爽快さが感性に触れる部分であろう。

(1)初めに汚れを観察する活動は,どんなに自分の体操服が汚れているかということに気づく活

動である。ここで,しっかりと汚れの様子を観察することは,洗い上がった洗濯物との違いを

強く意識することになり,洗い上りの爽快さを感じるために効果的であったと思われる。

(2)洗う前と洗った後の違いを感じるために次のような方法も考えられる。

①　汚れた洗濯物ときれいになった洗濯物の重さを比べる。汗や砂ぼこりの取れた洗濯物は洗う

前に比べ軽い。

②　洗った後の洗剤液をビーカーに取る。洗剤液の色や沈澱した物を観察する。

(3)普段家庭の中で子ども達が,実際に行う機会の少ない洗濯は,なかなか児童自身めあて意識

を持つことが難しいといえる。洗濯の必要感を持たせるために,もっとこの題材を扱う時期を

工夫することができたと考える。例えば,運動会シーズンは,他の時期以上に体操服にはひど

い汚れがついている。この時期は,体操服は汚れているのが当り前であり汚れた体操服に対し

て,そんなに汚れるまで頑張っているねと評価することもできる。子ども達にひどく汚れた体

操服を少し我慢させて身につけさせることにより,もっと洗濯の必要感を高めることができた

のではないかと思われる。

(4)実習後の児童の感想より(全36名)
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気　づ　く

しっかり泡立て

た・汚れのひど

い所をごしごし

擦った・洗剤の

働きがわかった

感　じ　る

きれいになって

嬉しい・楽し

かった・水が冷

たかった・昔の

人は大変だった

と思う・今は洗

濯機があって助

かる
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実　践　す　る

協力してやった

・素早くできた

・頑張ってやっ

た・またしたい

・家でも手伝い

たい

→
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子ども達は,実習の前に汚れをしっかり観察したことで,実習後に体操服がきれいになったと強

く感じている。また実際に自分の感覚を十分に働かせたことにより手洗いの大変さを感じ,その思

いは洗濯機のなかった時代の人々の生活にまで及ぶ子ども達もいた。汚れた体操服をきれいにする

ことができたという達成感や楽しく活動できた・友達と協力してやったという喜びは,家でもして

みたいという実践に向けての意欲となってあらわれている。このように子ども達は,実習をする中

で,価値あるものに気づいていったと思われる。

4.まとめ

洗い上がりの様子を知るには科学的に調べていく方法もあるが,人間の感覚というものもとても

優れたものである。着用したときの感じ,外で干したときのにおいなど器械でははかることのでき

ない感覚的なものを実際に子ども達が直接感じることは感性を鋭敏にしていくために大切なことで

ある。その意味でも,初めに体操服にしっかりと触れて観察し,最後に再び着用し観察を行ったこ

とは,効果的であったと思われる。

今回の授業では,洗濯の手順を理解する活動は教師の示範によるものであった。この点,子ども

が創意工夫する場の設定からみるともっと授業に改善の余地があると考える。例えば,学習活動2

の洗剤について理解する場は他へ移動し,フィードバックできる時間を確保しておき,学習活動4

の洗濯の実習をもっと子ども達に任せてみてもよかったのではないかと考える。以上のことから,

今後の課題として,今回おこなった洗濯の方法を知り実習に入る方法とは逆に,まず洗濯をしてみ

て汚れが落ちた秘密を探る活動から洗濯の仕方を学習する実習先行方式など,授業時間数との兼ね

合いで積極的に取り入れることを考えていきたい。
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